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健
康
都
市
こ
う
し
に
つ
い
て

尾
方 

洋
直 

議
員

松
井 

美
津
子 

議
員

人
権
問
題
に
つ
い
て

松
井　

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
基
本
法
に
つ
い

て
福
祉
課
、
人
権
啓
発
教
育
課
で
の
取
り

組
み
を
伺
う
。

福
祉
課
長　

啓
発
、
介
護
、
医
療
等
の
重

点
事
項
に
テ
ー
マ
ご
と
に
関
わ
り
な
が
ら

支
援
体
制
を
考
え
て
い
く
。

人
権
啓
発
教
育
課
長　

市
民
啓
発
を
進
め

る
上
で
、
こ
の
法
律
の
第
3
条
の
基
本
理

念
と
第
5
条
の
地
方
公
共
団
体
の
責
務
の

部
分
は
特
に
大
事
で
す
。
今
後
、
基
本
法

の
内
容
、
重
要
性
等
を
市
民
に
知
ら
せ
て
、

市
民
啓
発
の
一
環
と
し
て
取
り
組
む
。

松
井　

新
た
な
人
権
問
題
、
性
同
一
性
障

害
、
L
G
B
T
に
関
し
て
の
本
市
で
の
取

り
組
み
を
伺
う
。

人
権
啓
発
教
育
課
長　

性
同
一
性
障
害
に

つ
い
て
市
民
の
正
し
い
理
解
と
認
識
、
問

題
解
決
に
向
け
て
人
権
意
識
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
も
踏
ま
え
て
検
討
し
て

い
く
。
そ
し
て
、
L
G
B
T
に
つ
い
て
も

差
別
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
人
権
尊

重
の
た
め
、
今
後
、
認
識
を
深
め
、
具
体

的
な
啓
発
を
進
め
る
。

松
井　

こ
こ
ろ
の
宝
石
の
よ
う
な
人
権
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
文
を
啓
発
に
使
っ
て

は
ど
う
か
。

人
権
啓
発
教
育
課
長　

中
学
生
の
豊
か
な

感
性
で
人
権
問
題
を
捉
え
た
作
文
を
啓
発

に
使
っ
て
い
き
た
い
。

教
育
審
議
員　

給
食
の
時
間
の
校
内
放
送

や
、
学
校
便
り
等
で
啓
発
に
努
め
る
。

松
井　

ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
制
度
に
つ

い
て
伺
う
。

福
祉
課
長　

菊
池
圏
域
で
、
保
健
師
や
、

地
域
療
育
相
談
員
、
相
談
支
援
専
門
員
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、
制
度
の
構

築
へ
向
け
て
進
め
て
い
る
。

松
井　

市
民
の
利
便
性
と
収
納
向
上
の
た

め
、
税
金
の
コ
ン
ビ
ニ
払
い
に
つ
い
て
。

財
政
課
長　

導
入
時
期
を
平
成
26
年
4
月

と
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
、
各
種
事

務
処
理
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
コ
ン
ビ
ニ

収
納
代
行
業

者
と
の
契
約

が
済
ん
だ
と

こ
ろ
。
コ
ン

ビ
ニ
収
納
に

対
応
す
る
市

税
等
の
種
類

は
8
種
類
で

あ
る
。

尾
方　

子
ど
も
の
食
生
活
で
食
品
添
加
物

に
よ
る
健
康
被
害
の
心
配
は
な
い
の
か
。

防
腐
剤
の
亜
硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
合
成
着

色
料
、
そ
し
て
甘
味
料
と
多
く
の
添
加
物

が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ

な
健
康
障
害
の
要
因
と
し
て
問
題
視
さ
れ

て
い
る
。
当
市
の
学
校
給
食
の
安
全
性
に

つ
い
て
問
う
。

教
育
部
長　

学
校
給
食
の
食
材
購
入
に
あ

た
っ
て
は
、
特
に
地
産
地
消
に
心
掛
け
、

米
は
1
0
0
％
合
志
産
、
そ
の
他
パ
ン
、

野
菜
、
肉
類
に
お
い
て
も
合
志
や
近
隣
商

店
で
購
入
し
、
特
に
加
工
品
に
つ
い
て
も

添
加
物
の
少
な
い
食
材
購
入
に
努
め
て
い

る
。
完
璧
に
安
全
で
あ
る
と
は
言
え
な
い

が
食
品
衛
生
法
に
則
っ
た
食
材
を
使
用
し

て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
第
一
に

考
え
学
校
給
食
に
お
け
る
食
材
購
入
に
つ

い
て
は
、
今
以
上
に
十
分
な
注
意
を
払
う

よ
う
改
め
て
指
導
を
徹
底
し
て
い
き
た
い
。

家
庭
に
対
し
て
は
、
生
活
習
慣
病
予
防
に

つ
い
て
学
校
を
通
じ
て
指
導
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

尾
方　

今
日
国
内
で
年
間
20
万
人
の
方
が

脳
梗
塞
で
倒
れ
ら
れ
て
い
る
。そ
し
て
5
年

以
内
に
亡
く
な
り
、ま
た
寝
た
き
り
に
な
る
。

し
か
し
発
症
し
て
か
ら
4
時
間
半
以
内
に

病
院
に
行
っ
て
治
療
を
受
け
れ
ば
後
遺
症
も

無
く
完
治
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
。

健
康
づ
く
り
推
進
課
長　

脳
梗
塞
治
療
薬

と
し
て
、
8
年
前
か
ら
「
t
‐
P
A
」
治

療
に
て
血
管
に
詰
ま
っ
た
血
栓
を
と
か
し
、

血
流
を
元
に
戻
す
こ
と
で
後
遺
症
が
残
ら

な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

尾
方　

治
療
に
つ
い
て
大
事
な
こ
と
は
、

発
症
を
感
じ
て
い
ち
早
く
病
院
に
行
く
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
こ
の
症
状

に
つ
い
て
周
り
の
人
も
理
解
す
る
こ
と
が

大
事
だ
。
大
分
県
内
で
は
中
学
校
の
生
徒

た
ち
が
家
庭
で
脳
梗
塞
の
症
状
が
出
た
場

合
、い
ち
早
く
病
院
に
行
く
よ
う
に
身
体
の

変
化
を
表
し
た
チ
ラ
シ
を
冷
蔵
庫
に
貼
っ

て
、
早
期
発
見
に
努
め
て
い
る
。

健
康
づ
く
り
推
進
課
長　

初
期
症
状
の
発

見
が
非
常
に
大
事
だ
。
家
庭
や
周
り
の
人

た
ち
が
そ
の
症
状
に
気
が
付
く
よ
う
な
チ

ラ
シ
等
を
考
え
て
い
い
と
思
う
。
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濱
元 

幸
一
郎 

議
員

公
契
約
条
例
の
制
定
を
！

濱
元　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
、
円
安
に
よ
る

原
材
料
費
や
燃
油
、
光
熱
水
費
、
小
麦
な

ど
の
高
騰
を
引
き
起
こ
し
、
中
小
企
業
や

漁
業
、
農
業
に
深
刻
な
打
撃
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
食
料
品
な
ど
の
値
上
が
り
で
家

計
を
圧
迫
し
て
い
る
。
多
く
の
国
民
は
生

活
必
需
品
の
値
上
が
り
で
、
む
し
ろ
賃
金

は
上
が
ら
な
い
中
で
、
苦
し
い
生
活
を
強

い
ら
れ
て
い
る
。
今
大
事
な
の
は
働
く
人

た
ち
の
所
得
を
増
や
し
、
消
費
を
活
発
に

し
、
健
全
な
経
済
成
長
へ
の
好
循
環
を
作

り
出
す
こ
と
だ
。
自
治
体
が
発
注
す
る
公

共
工
事
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
で
働
く
人
た
ち

の
賃
金
も
し
っ
か
り
と
生
活
で
き
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公
契
約
と
は
、

国
や
自
治
体
が
公
共
工
事
や
業
務
委
託
な

ど
の
発
注
で
受
託
す
る
事
業
者
と
の
間
で

結
ぶ
契
約
の
こ
と
。
そ
の
際
に
人
間
ら
し

く
働
く
こ
と
の
で
き
る
労
働
条
件
確
保
の

条
項
を
定
め
て
い
る
条
例
が
公
契
約
条
例

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
公
共
工
事
や
業
務
委

託
契
約
に
お
い
て
労
働
者
の
賃
金
の
下
限

を
定
め
、
労
働
者
の
適
正
な
労
働
条
件
の

確
保
、
労
働
環
境
の
整
備
に
よ
っ
て
市
民

生
活
の
向
上
を
図
る
と
い
う
目
的
を
持
っ

た
自
治
体
政
策
の
条
例
で
あ
る
。
現
在
、

全
国
で
7
つ
の
自
治
体
で
制
定
さ
れ
て
い

る
。
合
志
市
で
も
こ
の
条
例
が
必
要
で
は

な
い
か
。
少
な
く
と
も
今
後
、
調
査
・
研

究
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

財
政
課
長　

公
契
約
条
例
に
つ
い
て
は
、

条
例
の
性
格
上
、
請
負
業
者
等
の
契
約
相

手
方
の
協
力
が
不
可
欠
だ
し
、
条
例
運
用

上
の
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
整
備
、
そ
れ
か
ら

専
門
的
知
識
が
必
要
に
な
る
。
こ
の
よ
う

な
性
質
の
条
例
を
各
自
治
体
が
整
備
し
運

用
す
る
よ
り
も
、
国
が
一
括
し
て
整
備
し

た
方
が
、
そ
の
効
果
も
影
響
力
も
格
段
に

違
う
と
思
う
。
例
え
ば
、
公
契
約
の
形
で

な
く
と
も
労
働
基
準
法
や
最
低
賃
金
法
に

よ
る
対
応
も
考
え
ら
れ
る
、
ま
ず
は
国
に

法
的
な
整
備
を
働
き
掛
け
て
い
き
た
い
。

家
庭
の
健
康
に
つ
い
て

学
校
給
食
の
安
全
性
に
つ
い
て

県
の
地
域
づ
く
り
夢
チ
ャ
レ
ン
ジ

推
進
補
助
金
活
用
に
つ
い
て

濱
口 

正
暁 

議
員

合
志
市
の
空
き
家
状
況
、総
住
宅
数

の
10
・
7
％
！　

今
後
の
対
応
は
！

濱
口　

熊
日
新
聞
「
増
え
る
空
き
家
」
の

特
集
記
事
で
、
総
務
省
住
宅
土
地
統
計
調

査
に
よ
る
と
、
平
成
20
年
全
国
の
空
き
家

は
7
5
7
万
戸
で
総
住
宅
数
の
13
・
1
％

と
報
じ
ら
れ
て
い
た
。
合
志
市
の
状
況
は
。

総
務
課
長　

同
年
10
月
１
日
の
調
査
の
結

果
、
空
き
家
総
数
で
2
，１
4
0
戸
で
あ

り
、
内
訳
は
、
一
戸
建
て
が
6
2
0
戸
、

ア
パ
ー
ト
等
の
共
同
住
宅
が
１
，5
2
0

戸
で
あ
る
。

濱
口　

こ
の
調
査
に
よ
る
と
、
家
屋
の
腐

朽
・
破
損
の
あ
る
も
の
が
一
戸
建
て

1
8
0
戸
、
ア
パ
ー
ト
70
戸
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
空
き
家
は
増
え
る
傾
向
に
あ
り
、

環
境
問
題
や
火
災
・
犯
罪
等
の
危
機
管
理

問
題
と
し
て
捉
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
今
後
の
対
応
は
。
ま
た
、
そ
の
利
活

用
策
は
。

総
務
課
長　

空
き
家
で
あ
る
こ
と
が
起
因

し
て
犯
罪
・
火
災
等
を
誘
発
す
る
恐
れ
が

あ
る
の
で
、
生
活
環
境
の
保
全
及
び
安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
た
め
、

今
「
空
き
家
等
の
適
正
管
理
」
に
関
す
る

条
例
制
定
に
向
け
て
、
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
戦
略
室
長　

空
き
家
の
有
効

使
用
と
し
て
県
の
地
域
再
生
拠
点
創
造
事

業
を
活
用
し
、平
成
23
年
度
、生
産
農
家
と

団
地
住
民
と
の
交
流
、ま
た
地
域
住
民
の
憩

い
の
場
と
し
て

上
庄
に
「
み
ん

な
の
家
」
を
整

備
し
、さ
ら
に

は
農
村
地
域
と

学
生
を
結
ぶ
事

業
等
を
進
め
て

い
る
。

濱
口　

平
成
23
、
24
年
度
の
右
記
補
助
金

は
合
計
で
2
億
3
，0
0
0
万
円
、
総
事
業

数
で
1
2
6
件
の
採
択
が
あ
っ
た
。
こ
の
中

で
合
志
市
は
3
件
、
近
隣
の
山
鹿
市
は
11

件
。
聞
き
込
み
調
査
で
は
山
鹿
市
は
行
政

が
市
民
の
中
に
入
り
ち
ょ
っ
と
し
た
手
助

け
等
を
し
て
い
る
。
当
市
で
も
必
要
で
は
。

企
画
課
長　

市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
事
業

提
案
制
度
を
設
け
、
随
時
募
集
し
て
い
る
。

企
画
課
が
窓
口
と
な
り
、
今
後
は
相
談
支

援
体
制
を
し
て
「
地
域
と
行
政
を
結
ぶ
調

整
役
と
し
て
の
役
割
」
を
果
た
し
た
い
。

上庄の「みんなの家」


